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歴史研究会本部より挨拶
昨年11月26日に新たに発足した通称「帰雲城内ヶ嶋歴史研究会」もはや半年が過ぎました。　あの歴史会談以降、白川郷も飛騨も寒さと雪に覆われ、さすがは難攻不落の白川郷は敵（人）を寄せ付けず、我々も春を待っている状況でしたが、ついに動きが活発になる時期がやってきました。　つきましては調査会の総会に便乗して我々、歴史研究会も同時に臨時総会（仮称）を開催し、ここに会報第一号を発行するものであります。　当HPにも会員個別に研究レポートの発表の場を設け、各会員自身にて個人で好きな研究、調査にあたり、そのレポートを発表できるようにしました。個人的なレポートでも感想文でもよし、また二人三人で組んでの調査レポートもいいでしょう。　とにかく些細なレポートでもドシドシ、発表していただきたいのでよろしくお願い致します。　何気ないレポートがいつか日の目を見て大きな発見に結びつく可能性・・・これを信じて我々、歴史研究会会員一同、行動して行きましょう。HP・メール・掲示板を最大限、利用しながら、なかなか会員全員が集まって行動する時間を作ることは難しいですが是非、4人が一致団結して小粒な団体でも大きな成果を出せるよう頑張って行きましょう。ここに記念すべき、会報第一号を発行できたこと会員の皆様に深く感謝する次第です。
資料担当　ひでの挨拶
昨年、２０１１年、平成２３年１１月２６日（土）、 白川村平瀬
の朝日や旅館において帰雲城の歴史会談が開催され「帰雲城 内ヶ嶋
歴史研究会」を設立し発足式を行いました。この時のメンバーは４名
で、インターネットでの文章表現に優れた人や、全国の山城を調査し
て時代考証に優れた人や、五箇山方面の事情に詳しい人や、多数の資
料をあつめた人が集いました。
 

　 「帰雲城 内ヶ嶋歴史研究会」では、インターネットやメールを通し
て呼びかけたり情報交換をして、帰雲城と内ヶ嶋氏やこれに関連する資
料収集や現地調査をして、活動やレポートを＜わかりやすく紹介＞開示
して歴史研究を行ってゆきたいと思います。
 

「歴史研究」では帰雲城主内ヶ嶋氏の通説なるものが、資料をひも解い
てゆくと、なにやら変わりそうだという節があります。帰雲城と内ヶ嶋
氏やこれに関連する歴史の謎解きをしたり紹介して、「レポート内」で
間接的な重要なヒントをそれとなく挿入してゆきますので、＜書き手の
意図＞を探して見抜いてゆくと、歴史が面白い読み物となるでしょう。
 

　また、「現地調査」では、今まで実施してきた調査の様子を「レポー
ト」（体験談）として紹介してゆきたいと思います。この中では、現場
に立ってみると山城跡遺構が存在していた場所や、砦跡探しに山中を調
査したものの何も見つからず、「不発」に終わったレポートも紹介して
ゆきます。
 

　この「帰雲城 内ヶ嶋歴史研究会」は、会員一人一人が主役ですので、
皆さんの活動レポートから、これを読んだ会員のヒントとなり、更なる
研究の飛躍につながり、活力になればと思います
帰雲城内ヶ嶋歴史研究会　基本理念
・内ヶ嶋氏や帰雲城に関連する研究・調査は自由に行える
・各自が好きなテーマ、得意な分野で研究・調査を行なう
・調査・研究のレポートは共有財産（資料）として提出しよう
・一年に1〜2回程度、皆で集まって議論し必要なら現地に行きましょう
・ネットで情報を共有しましょう（掲示板等にて）
歴史研究会　当面の目標
・内ヶ嶋氏と浄土真宗との関係を徹底的に洗う（聖徳太子信仰や真宗高田派）
・庄川沿岸の地名や城・砦を調査する
・関係各地の図書館にてもう一度、文献を調査する

編集後記

研究会を立ち上げ、調査をしていくと各地で関係者と出会う、または聞き取りをする機会も増えてくると思います。　そこで、私も苦戦しながらも「名刺」を20枚ですが作成しました。　今はまだ、知名度も実績もない、吹けば飛ぶような名刺ではありますが、いずれは、会員の名刺が役に立つ、さらにはこの名刺を見せれば何でも教えていただけるような、そんな研究会にするのが控え目ではありますが夢です。無念のうちに地中に没してしまった内ヶ嶋一族のためにも一点でも多く、120年分の謎を解明していこうと考えています。

